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当
日
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ア
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梅
雨
真
っ
最
中
の
６
月
中
旬
、

東
伊
豆
宇
佐
美
港
の
直
正
丸
へ
。

狙
う
は
人
気
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
ア
カ

ム
ツ
だ
。

　

近
年
各
地
で
開
拓
が
進
み
、
ポ

イ
ン
ト
も
大
幅
に
拡
大
さ
れ
て
い

る
が
、
東
伊
豆
エ
リ
ア
も
古
く
か

ら
ア
カ
ム
ツ
の
好
釣
り
場
と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
。

　

集
合
時
間
の
４
時
に
は
３
名
の

お
客
さ
ん
が
顔
を
そ
ろ
え
、
仕
度

の
整
っ
た
４
時
20
分
に
島
田
正
則

船
長
の
操
船
で
港
を
後
に
す
る
。

　

こ
の
日
の
ポ
イ
ン
ト
、
熱
海
沖

へ
は
20
分
ほ
ど
の
航
程
で
到
着
。

曇
天
で
微
風
と
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン

は
ま
ず
ま
ず
。

　

熱
海
沖
の
ほ
か
、
初
島
沖
、
宇

佐
美
沖
、
川
奈
沖
と
ア
カ
ム
ツ
の

ポ
イ
ン
ト
は
点
在
す
る
が
、
ど
う

も
こ
の
と
こ
ろ
調
子
は
今
ひ
と
つ
。

　

熱
海
沖
は
サ
イ
ズ
こ
そ
ほ
か
の

場
所
に
比
べ
て
や
や
劣
る
も
の
の
、

数
が
安
定
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
、

手
堅
さ
で
は
一
番
。

　

竿
入
れ
時
刻
の
５
時
を
待
っ
て

第
１
投
。
水
深
は
280
メ
ー
ト
ル
。

真
鶴
か
ら
初
島
に
か
け
て
は
、
半

径
約
10
キ
ロ
の
す
り
鉢
状
の
地
形

を
し
て
お
り
、
岸
際
か
ら
急
激
に

落
ち
込
ん
で
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
水
深
で
も

熱
海
の
街
並
み
を
間
近
に
望
む
こ

と
が
で
き
る
ほ
ど
だ
か
ら
、
陸
方

向
か
ら
の
風
に
は
か
な
り
強
い
。

　

仕
掛
け
は
胴
つ
き
３
本
バ
リ
。

捨
て
糸
は
な
く
、
下
バ
リ
の
付
け

根
の
サ
ル
カ
ン
に
オ
モ
リ
を
装
着

す
る
ス
タ
イ
ル
。

　

潮
が
緩
い
と
き
は
全
長
３
メ
ー

ト
ル
の
片
テ
ン
仕
掛
け
も
有
効
だ

が
、
混
雑
時
は
オ
マ
ツ
リ
を
防
ぐ

た
め
、
潮
が
緩
く
て
も
胴
つ
き
式

に
統
一
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

エ
サ
は
サ
バ
の
切
り
身
が
支
給

さ
れ
る
。
定
番
の
ホ
タ
ル
イ
カ
は

持
参
す
る
か
、
予
約
時
に
注
文
し

て
お
く
と
用
意
し
て
く
れ
る
（
別

料
金
）。

潮
の
流
れ
は
ト
ロ
ト
ロ

　
「
オ
モ
リ
が
底
に
着
い
た
ら
３
〜

４
メ
ー
ト
ル
上
げ
て
」
と
タ
ナ
の

指
示
が
あ
る
。

　

底
物
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
ア
カ

ム
ツ
だ
が
、
実
際
は
海
底
か
ら
数

メ
ー
ト
ル
上
を
遊
泳
し
て
い
る
の

で
、
オ
モ
リ
ト
ン
ト
ン
で
は
外
道

ば
か
り
で
本
命
の
ア
タ
リ
は
遠
く

な
る
。
そ
の
意
味
で
は
タ
ナ
を
上

下
に
広
く
探
り
や
す
い
胴
つ
き
仕

掛
け
は
有
利
だ
。

　

潮
は
ト
ロ
ト
ロ
と
流
れ
て
い
る

様
子
。
昨
日
は
速
す
ぎ
て
非
常
に

釣
り
に
く
か
っ
た
と
い
う
。
東
京

湾
の
よ
う
な
内
湾
と
違
い
、
潮
回

り
や
干
満
の
時
間
で
潮
の
向
き
や

速
さ
は
予
測
で
き
ず
、
出
て
み
な

け
れ
ば
分
か
ら
な
い
の
が
実
情
。

▲ツボ抜きしたホタルイカのゲソを２つ付けた下バリに食
っていた

熱
海
の
街
を
間
近
に
望
む

ア
カ
ム
ツ
の
名
場
所
は
健
在

◉
東
伊
豆
宇
佐
美
港
発
➡
熱
海
沖

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
／
訓
覇
啓
雄  H

iroo K
urube

　

１
時
間
後
、
左
ミ
ヨ
シ
で
ア
タ

リ
。
手
持
ち
で
慎
重
に
巻
き
上
げ
、

海
面
に
浮
上
し
た
の
は
本
命
の
ア

カ
ム
ツ
。
サ
イ
ズ
は
32
セ
ン
チ
と

ま
ず
ま
ず
。

　

同
じ
タ
イ
ミ
ン
グ
で
こ
ち
ら
に

も
ア
タ
リ
が
あ
っ
た
の
で
期
待
し

た
が
、
上
が
っ
て
き
た
の
は
シ
ロ

ム
ツ
２
尾
に
ス
ミ
ヤ
キ
の
パ
ー
フ

ェ
ク
ト
。

　

そ
の
後
も
流
す
た
び
に
外
道
は

ポ
ツ
ポ
ツ
掛
か
る
が
、
本
命
の
ア

タ
リ
は
な
い
。

　

７
時
20
分
、
ま
た
も
左
ミ
ヨ
シ

で
巻
き
上
げ
開
始
。
上
が
っ
て
き

た
の
は
、
さ
っ
き
よ
り
ち
ょ
っ
と

小
ぶ
り
な
26
セ
ン
チ
の
ア
カ
ム
ツ
。

　

い
い
場
所
を
流
す
と
パ
タ
パ
タ

と
釣
れ
続
く
こ
と
が
多
い
の
だ
が
、

今
日
は
活
性
が
低
い
の
か
完
全
な

単
発
状
態
。

　

そ
よ
そ
よ
と
吹
い
て
い
た
風
も

完
全
に
止
ま
り
、
モ
ワ
ッ
と
し
た

熱
気
に
包
ま
れ
る
。
遠
く
初
島
の

北
側
に
イ
サ
キ
船
団
が
望
め
る
く

ら
い
で
周
囲
に
僚
船
の
姿
は
な
い
。

決
め
手
は
エ
サ
付
け
の
工
夫

　

８
時
半
、
今
度
は
右
ミ
ヨ
シ
で

25
セ
ン
チ
級
、
９
時
半
に
右
ト
モ

で
同
サ
イ
ズ
の
ア
カ
ム
ツ
が
取
り

込
ま
れ
た
。
こ
れ
で
私
を
除
く
全

員
が
型
を
見
た
こ
と
に
な
る
。

　

そ
の
後
は
メ
ダ
イ
な
ど
の
外
道

が
パ
ラ
パ
ラ
と
顔
を
見
せ
た
程
度

で
、
10
時
半
に
沖
揚
が
り
と
な
る
。

釣
果
は
25
〜
32
セ
ン
チ
の
ア
カ
ム

ツ
が
一
人
０
〜
２
尾
で
、
船
中
４

尾
。
外
道
に
シ
ロ
ム
ツ
、
ス
ミ
ヤ

キ
、
メ
ダ
イ
な
ど
。

　

竿
頭
の
左
ミ
ヨ
シ
の
常
連
さ
ん

に
釣
り
方
の
コ
ツ
を
聞
い
て
み
た
。

　

ま
ず
使
用
竿
は
シ
マ
ア
ジ
竿
。

口
切
れ
で
の
バ
ラ
シ
を
防
ぐ
た
め
、

穂
先
が
柔
軟
な
の
が
最
大
の
特
徴

だ
が
、
こ
れ
は
ア
カ
ム
ツ
に
も
有

効
。
ま
た
、
エ
サ
を
口
に
し
た
と

き
違
和
感
を
与
え
に
く
い
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　

エ
サ
は
上
バ
リ
が
サ
バ
、
下
バ

リ
は
サ
バ
と
ホ
タ
ル
イ
カ
が
セ
オ

リ
ー
だ
が
、
こ
の
日
は
ア
カ
ム
ツ

の
活
性
が
低
い
と
判
断
し
て
、
胴

を
抜
い
た
ホ
タ
ル
イ
カ
を
２
つ
付

け
る
こ
と
で
シ
ル
エ
ッ
ト
を
コ
ン

パ
ク
ト
に
し
た
と
こ
ろ
、
２
尾
と

も
こ
れ
に
食
っ
て
き
た
と
い
う
。

　

エ
リ
ア
に
よ
っ
て
は
オ
キ
ア
ミ

を
エ
サ
に
す
る
く
ら
い
だ
か
ら
、

大
き
め
の
エ
サ
は
あ
ま
り
有
効
と

は
い
え
な
い
よ
う
だ
。

　

ま
た
、
直
正
丸
で
は
タ
ナ
を
取

っ
た
ら
、
あ
と
は
置
き
竿
に
し
て

じ
っ
く
り
待
つ
ス
タ
イ
ル
を
す
す

め
て
い
る
。

　

一
見
横
着
な
よ
う
だ
が
、
す
り

鉢
の
斜
面
、
つ
ま
り
カ
ケ
上
が
り

を
流
す
た
め
、
ま
め
な
タ
ナ
の
取

り
直
し
が
必
要
だ
。

　

そ
れ
に
加
え
、
こ
の
常
連
さ
ん

は
か
な
り
の
時
間
を
手
持
ち
で
誘

い
続
け
て
い
た
。

　

誘
い
に
も
２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ

っ
て
、
魚
の
目
の
前
で
ヒ
ラ
ヒ
ラ

と
エ
サ
を
躍
ら
せ
る
こ
と
で
反
射

的
に
食
い
付
か
せ
る
、
い
わ
ゆ
る

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
バ
イ
ト
を
狙
っ
た

も
の
と
、
離
れ
た
場
所
に
い
る
魚

に
エ
サ
の
存
在
を
気
付
か
せ
る
の

が
狙
い
の
も
の
と
が
あ
る
。

　

ア
カ
ム
ツ
の
場
合
は
後
者
。
警

戒
心
が
強
い
の
か
、
不
自
然
な
動

き
は
嫌
う
傾
向
が
あ
る
。

　

ゆ
っ
く
り
と
竿
い
っ
ぱ
い
誘
い

上
げ
た
ら
い
っ
た
ん
静
止
し
、
ま

た
ゆ
っ
く
り
と
元
に
戻
す
。
誘
い

の
最
中
や
直
後
で
は
な
く
、
し
ば

ら
く
し
て
か
ら
ア
タ
リ
が
出
る
の

東伊豆宇佐美港

直正丸
1080・1569・3405
（詳細は巻末の情報欄参照）

▼料金＝アカムツ乗合１人１万1000円
　（サバエサ、氷付き）、ホタルイカ１パック500円

▼備考＝予約乗合、４時集合。アラ、オニカサゴ、
　イサキ、　カイワリなどへも出船

島田 正則船長

◉船宿information

▼シロムツやスミヤキ、メダイなどが交じった

が
ア
カ
ム
ツ
の
特
徴
だ
と
い
う
。

　

ア
カ
ム
ツ
は
こ
れ
か
ら
産
卵
期

を
迎
え
る
。
乗
っ
込
み
で
浅
場
に

移
動
す
る
た
め
、
水
深
180
メ
ー
ト

ル
付
近
も
攻
め
る
よ
う
に
な
る
。

　

そ
の
こ
ろ
に
な
れ
ば
ア
カ
ム
ツ

の
活
性
も
上
が
り
、
数
、
サ
イ
ズ

と
も
に
上
向
く
こ
と
だ
ろ
う
。

▲夏場になると比較的浅いポイントも狙う

アカムツ•Report 4

•Tackle Guide

　どちらかというと
置き竿主体の釣りに

なる

ので、竿は２メート
ル前後、竿先は軟ら

かめ

で、胴部に張りのあ
るシマアジ用などの

タイ

プが魚の食い込みも
よく向いている。

　ハリスは６〜８号
。魚のサイズからし

て引

きで切られることは
ないが、ハリ掛かり

した

魚が巻き上げ中に回
転し、うまくヨリが

取れ

ないとねじ切られる
ケースもあるから、

心配

ならワンランク太め
にしてもいい。

　本命のアカムツは絶対数が多くはないから、オデ
コに終わる可能性も少なからずある。ただ、定番外
道のシロムツならほぼ空振りはないはず。せいぜい
25センチ程度のサイズだから引きを楽しむほどで
はないし、巻き上げ中に回転してハリスがヨレヨレ
になったりして厄介者でもあるのだが、食味自体は
決して悪くない。
　標準和名はワキヤハタ、オオメハタ。沼津ではデ
ンデンの名で流通していて、それなりに需要もある。
同じ白身でも脂の塊のようなアカムツに比べるとか
なり淡白ではあるが、塩焼きや刺身のほか地元では
天ぷらにして賞味することが多い。

美味なりシロムツ

◀
新
鮮
な
シ
ロ
ム
ツ
の
刺
身
は
美
味

▲常連客は軟らかめの竿を使う人が多い


